
令和6年度
感染症対策指導者養成研修会
～高齢者施設編～

令和6年8月22日（木）

金沢区福祉保健課健康づくり係
金沢区しあわせお届け大使

ぼたんちゃん

高齢者施設における
感染症対応



本日の内容

① 感染症の基礎知識

② 高齢者施設における感染症

感染性胃腸炎（ノロウイルス）

結核

感染症拡大防止のために

③ 集団発生時の対応について



感染症の基礎知識
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「感染」から「発病」まで



【対策】
病原体の排除

感染症に影響する要因

感染経路

細菌やウイルスなど
を運ぶ経路

宿主

疲労、睡眠不足、
栄養不足など
免疫力が低下
している状態

病原体
（感染源）

細菌やウイルス
など病気の原因

となるもの 【対策】
抵抗力UP

【対策】
感染経路の遮断



感染経路



接触感染



感染症対策の必要性

高齢者の特徴

• 抵抗力が弱いため、感染症にかかりやすい

• 様々な基礎疾患があるため、重症化リスクが高い

• 自分の身体の不調を自覚しにくい

• 認知症等によってマスク着用など自発的な感染対策が難しい

• 介助等でスタッフとの身体的接触が多い。

高齢者と接するスタッフの方が予防行動をとることで
高齢者を感染症から守ることができます。

集団で生活しているため、感染症が広がりやすい状況



本日の内容

① 感染症の基礎知識

② 高齢者施設における感染症

感染性胃腸炎（ノロウイルス）

結核

感染症拡大防止のために

③ 集団発生時の対応について



高齢者施設で気を付ける感染症

新型コロナ インフルエンザ ノロウイルス 結核

病原体
新型コロナ
ウイルス

（オミクロン系統）

インフルエンザ
ウイルス

ノロウイルス 結核菌

潜伏期間 ２～７日 １～4日
12時間～
48時間

6か月～２年

ウイルスの排出
（個人差あり）

５～10日間 7日間
７日間～
1か月間

個人差あり

症状

発熱、呼吸器症状、
咽頭痛、倦怠感、
肺炎、嗅覚・味覚
障害

高熱、関節痛、筋
肉痛、食欲不振、
呼吸器症状

下痢、嘔吐、
脱水、発熱、
食欲不振、倦
怠感

2週間以上続
く咳、微熱、た
ん、倦怠感、体
重減少など

有効な
予防法

アルコール
次亜塩素酸ナトリウム

アルコール
次亜塩素酸ナトリウム

次亜塩素酸
ナトリウム

換気
定期的な胸部
X線検査受診



感染症拡大防止
のために
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持ち込まない（感染経路）

よくある経路
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面会

ショートステイ受入施設

デイサービス併設施設

体調不良の
スタッフ



拡大させない（拡大させる要因・場所）
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標準予防策の不徹底スタッフ

食堂・共有スペース
交流行事

環境



標準予防策（スタンダードプリコーション）



手指衛生のタイミング
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拡大させない（ポイント）

• 標準予防策（スタンダードプリコーション）の徹底

• 共用スペース（食堂、ドアノブ、手すり等）の消毒

• 換気

• 行事等の延期、中止

• 発病者の個室対応（食堂等の利用制限など）

• スタッフのフロア固定（休憩室等も別に）

• 有症状者を担当する職員の固定化を検討 （ケアの順番）

• 適切なゾーニング・コホーティング
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早めの対処法の決
定が重要



拡大させない（拡大を最小限にする）

療養期間の考え方（原則個人や事業所の判断です）
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インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症

発症後５日を経過し、かつ解熱後２
日が経過するまで

（参考：学校保健安全法施行規則）

・発症から5日間経過し、かつ症状軽
快後24時間経過するまでが推奨

・発症から10日間が経過するまでは、

ウイルス排出の可能性があることか
ら、高齢者施設に従事している方は、
10日間配慮が必要

（参考：神奈川県 新型コロナウイルス感染症
高齢者施設における対応の手引き）
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抗インフルエンザウイルス薬の予防投与

• 抗インフルエンザウイルス薬の服薬中は、ウイルスの増殖を抑え、感染しても
発病を防ぐことが期待できる。
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 保険適用外

 服薬について本人の同意が必要

 適切なタイミングで、適切な期間、適切な量を服用することが必要

 初発患者の発症から12～24時間以内に開始することが望ましい。

 タミフル®の場合：１日１cap ７～10日

• 【予防投与の考え方参考】

 日本感染症学会提言2012 「インフルエンザ病院内対策の考え方について（高齢者施設を含めて）」

 厚生労働省健康局結核感染症課、日本医師会感染症危機管理対策室「インフルエンザ施設内感染予防
の手引き 平成25年11月改訂版」
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日本感染症学会提言2012 「インフルエンザ病院内対策の考え方
について（高齢者施設を含めて）」より



ゾーニングとコホーティング

ゾーニングとは
施設内で感染者が発生した場合、各エリアを設定すること

コホーティングとは

施設内で感染者が発生した場合、感染者・感染の可能性が
高い者・それ以外の者の部屋に分けること
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演習

ゾーニングについて

考えてみましょう



演習

レッドゾーンの部屋があります
・消毒液はどこにありますか？

・レッドゾーンに入る前の物品（手袋、マスク、

ガウンなど）どこに置いてありますか？

・部屋から出るとき、どこで脱ぎますか？また、

ゴミ箱はどこに置いていますか？



ゾーニング（基本）



ゾーニング（応用編）



コホートの考え方



本日の内容

① 感染症の基礎知識

② 高齢者施設における感染症

感染性胃腸炎（ノロウイルス）

結核

感染症拡大防止のために

③ 集団発生時の対応について



福祉保健センター
への連絡

1. 第一報

【資料１】 感染症ラインリスト

感染症発生時の報告基準
「高齢者介護施設における感染対策マニュアル」より

ア 同一の感染症や食中毒による、また
はそれらが疑われる死亡者または重篤
患者が１週間以内に２人以上発生した場
合

イ 同一の感染症や食中毒の患者、また
はそれらが疑われる者が１０人以上又は
全利用者の半数以上発生した場合

ウ 上記以外の場合であっても、通常の
発生動向を上回る感染症等の発生が疑
われ、特に施設長が報告を必要と認め
た場合



新型コロナ感染の状況報告について

◆報告基準に該当する場合、介護事業所・高齢者施設・障碍者施設等における感染状況報告を

金沢区福祉保健課 kz-kansen@city.yokohama.ｌｇ.jp へメールにて報告する

※健康福祉局高齢健康福祉部 kf-corona@city.yokohama.ｌｇ.jpをCCにいれるこ
と

「報告様式」は横浜市ホームページ
からもダウンロード可能

横浜市 コロナ 介護事業者 検索

【資料１】

mailto:kz-kansen@city.yokohama.%EF%BD%8C%EF%BD%87.jp
mailto:kf-corona@city.yokohama.jp


インフルエンザ集団発生時の報告について

◆報告基準に該当する場合、

「介護事業所・高齢者施設・障害者施設等における感染状況報告」を

金沢区福祉保健課 kz-kansen@city.yokohama.ｌｇ.jp へメールにて報告する

「報告様式」は横浜市ホームページ
からもダウンロード可能

横浜市 コロナ 介護事業者 検索

新型コロナウイルス感染
症の様式を使用します

【資料２】

mailto:kz-kansen@city.yokohama.jp


感染性胃腸炎の集団発生の場合は

感染症ラインリストを作成

誰がいつ発症したか、どこから広がった可能性があるか見やすくなります。

金沢区ホームページに様式を掲載しています

報告は、メールかFAXで金沢区福祉保健課へ
メール ： kz-kansen@city.yokohama.ｌｇ.jp
ＦＡＸ ： 045-784-4600 

【資料３】

mailto:kz-kansen@city.yokohama.jp


金沢区ホームページ

金沢区 感染症
様式はココから



２. 現地調査

福祉保健センター職員が
必要に応じて、施設へ
調査にお伺いします



３. 日々の
情報共有

•新規発症者を
ラインリスト あるいは
感染症状況報告書
に追加していく

• 10時までに
福祉保健センターへ
連絡

福祉保健センターへの
連絡は10時ごろまでに



４．終息の判断

• インフルエンザ・感染性胃
腸炎：最後の患者の発生
から３日間

• 新型コロナウイルス：最後
の患者の発生から5日間
当該施設内での新規発症
者が無い場合

• 経過観察を実施し、 当
該施設内での患者（有症
者）数が日常レベル（ベー
スライン）以下に収まった
と確認できた場合

福祉保健センターで
終息の判断を行います



【資料の紹介】

②【嘔吐物処理対応】

●嘔吐物処理についての動画
です。

●下記QRコード先にて公開さ
れているので、参考にご覧く
ださい。

横浜市保土ヶ谷福祉保健センター
「実践で学ぶ嘔吐物処理」より

https://youtu.be/iSfVYPag_pE

＼施設での研修などにご活用ください／



ご清聴ありがとうございました。



グループワーク
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・スタッフの体調管理はどのようにしていますか？

・感染症予防に必要なガウン、N95マスク等、物品は
そろっていますか？

・感染症に関する研修はどのように行っていますか？
（時期、回数、方法など）

・その他（他施設に聞いてみたいこと）



講義３ 結核について
福祉保健課健康づくり係 保健師
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本日の流れ

０１ 結核の基礎知識

０２ 区からのお願い
早期発見のために
結核患者が発生したら

０３ まとめ



2【結核対策について】
利用者の定期的な「胸部X線検査」の結果を
把握していますか？
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０１
結核の
基礎知識



4
０１結核の基礎知識

過去の病気ではない！
今でも１日に５人が命を落としている
日本の重大な感染症

結核患者の７０％以上は高齢者

風邪のような症状がずっと続きます

（厚生労働省 結核予防週間 令和５年度ポスター →）



5
０１結核の基礎知識

知ってますか？結核

空気感染で人から人へ感染がひろがる

結核菌によって主に肺に炎症が起きる病気

早期発見し、適切な治療で治る病気に
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０１結核の基礎知識

２週間以上続く症状は要注意

▲広報よこはま緑区版2023年９月号より引用



7
０１結核の基礎知識

正しい治療で治る病気に
＜結核のお薬＞

毎日欠かさずに内服を！



8

０２
区からの
お願い
早期発見のために
結核患者が発生したら
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０２ 区からのお願い 早期発見のために

健康観察と胸部X線検査

POINT
2週間以上症状が続く場合は
医療機関へ受診を

POINT
スタッフさんは
1年に1回は胸部X線検査を
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０２ 区からのお願い 結核患者が発生したら

DOTS（ドッツ）と接触者健診
服薬支援

内容：薬の内服状況確認と
日々の健康観察

例えば…症状悪化はないか、
副作用はないか

接触者健診
目的：感染の広がり、感染源・
感染経路を調査
流れ：接触状況の調査・区職員
が施設訪問
内容：血液検査（T-SPOT）

胸部X線検査
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０３
まとめ
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０４ まとめ

２週間以上続く症状は要注意

結核は過去の病気ではない
高齢者は咳や痰等の結核に特徴的な症状が乏しいことが多く、
要注意 2週間以上症状が続く場合は医療機関受診を
例）食欲がない、なんとなく元気がない、いつもと様子が違う
年に１回、胸部エックス線検査の結果を確認
結核と診断された場合、抗結核薬を毎日確実に内服
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参考文献
“介護職のあなたにこれだけは知ってほしい結核のこと”.対策
支援部|公益財団法人結核予防会結核研究所.2023年４月. 
https://jata.or.jp/outline_support.php

“結核の常識2023”.パンフレット_0615.パンフレット_0615 
(jata.or.jp)

“2023年（令和5年）広報よこはま緑区版”. 2023年（令和5年）
広報よこはま緑区版 横浜市緑区 (yokohama.lg.jp)

https://jata.or.jp/outline_support.php
https://jata.or.jp/dl/pdf/common_sense/2023.pdf
https://www.city.yokohama.lg.jp/midori/kusei/koho/koho_midori/2023.html#202309
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